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議会報告 12月議会 
 

市川市議会 12月定例会は 11月 28 日から 12月 13 日までの 16日間にわたり開催されました。提

案された議案は、公共施設における暴力団排除のための条例をはじめ 14 議案と報告 3 件合せて、17

件の審議が行われました。審議の結果、提案の議案は全て原案通り可決されました。 
 

《平成１９年 12月議会の質問内容》 
 
○ 道路交通行政について（関係者） 

（1） 市川大野駅及び周辺整備について 

ア、 駅周辺整備及びロータリーの利用状況について 

イ、 市川大野駅駅舎のバリアフリー及び出入り口整備について 

（2） 東京外郭環状道路事業の進捗状況について 

  ・土地収用法の本市の考えについて 

○ 市政一般について（関係者） 

（1） 千葉県内消防の広域化について 

ア、 報道された市町村消防の広域化の理由について 

イ、 本市を含む6市との組合せのメリット、デメリットについて 

（2） 大柏地区複合施設計画及び大柏出張所のその後について 

ウ、 消防施設と併設する複合施設建設計画の進捗状況について 

エ、 現大柏出張所の機能拡充に向けてのその後について 

 
 道路交通行政について 
 

問 市川大野駅は、本市北部地域の

交通拠点であり、更なる安全に

向けての今後の整備計画を伺

う。また、四月に完成した駅前

ロータリーは一般車等の利用が

少ない。利用増に向けての考え

及び、ロータリーから駅改札口

までの歩道の整備。また、駅舎

のバリアフリー化の整備計画を

伺う。 

 

答 駅前道路の歩道整備、及びバス

ベイ用地の交渉に入り２２年

度完成を目指している。駅前ロ

ータリーの利用者増に向けて

は案内看板の設置で一般車の

利用を即していく。 

また、改札口までの歩道は整備

を予定している。バリアフリー

は２０年度エスカレーターを設

置し、エレベーター及び、多機

能トイレ、スロープ工事は２１

年を予定している。 

道路交通行政について 
 

問 外環道路特別委員会で、第二京

阪道路を視察してきた。東京

外環と同じ年度に都市計画決

定され、工法も同じだが、平成

２１年度完成を目指している。

第二京阪は土地収用法の事業

認定を進めた結果一挙に事業

が進んだと聞く。外環事業者も

収用法も視野に入れたと報道

された。本市としても収用法の

活用を即す考えを伺う。 
 

答  外環用地取得も９１％。地域

経済、交通環境、防災防犯等

を考え、市民は早期開通を望

んでいる。収用法は「公共事

業者と土地権利者の間を公

平な権利行使」も理念として

おり、強制的に買収はしな

い。しかし厳しい買収状況が

続けば国も収用法を示唆し

ている。本市としても早い完

成に向け、事業者に対し強く

文書で要望している。 

市政一般について 
 

問 現在の大柏出張所・大野公民館

は、更なる市民サービス向上に

は限界と聞く。そこで施設の充

実に向け、北部消防施設に公民

館・図書館を併設し、出張所は

現在の場所に残ると理解してい

たが、今回実施したアンケート

結果について及び出張所の老朽

化や駐車場問題が再浮上した。

そこで将来を見据え、大柏出張

所を支所へとする考えを伺う。

 

答 大野公民館利用者アンケートの

結果、徒歩や自転車バイクの利用

者が多く、近くに公民館を残して

欲しいとの事を改めて認識した。

大柏出張所も人口増地域の為、管

轄窓口業務も拡大させ、地域密着

型行政の拠点と考えたい。今迄の

検討結果を見直し、消防施設と併

用した大柏支所にする案が浮上

した。支所案を推進して、より市

民ニーズの対応が可能と考えて

いる。 

市川大野駅前ロータリー 

http://www.takekiyo.jp/ 



 
 

平
成
十
九
年
度 

現
地
視
察 

《
外
環
道
路
・
市
川
区
間
》 

 

外
環
道
路
特
別
委
員
会
委
員

十
一
名
と
首
都
国
道
事
務
所
三

名
、
東
日
本
高
速
道
路
㈱
別
名
ネ

ク
ス
コ
二
名
、
市
川
市
都
市
計
画

部
二
名
、
議
会
事
務
局
二
名
の
総

勢
二
十
名
に
て
市
役
所
本
庁
舎

よ
り
午
後
一
時
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
出
発
し
四
箇
所
の
継
続
工
事

の
進
渉
状
況
と 

工
事
予
定
箇
所

を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
小
塚
山
ト
ン
ネ
ル
工

事
に
つ
い
て
、
首
都
国
道
事
務
所

の
職
員
に
説
明
を
い
た
だ
き
、
大

変
な
工
事
を
現
地
で
説
明
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
特
に
樹
木
の

移
植
と
、
二
四
時
間
の
工
事
に
伴

う
騒
音
対
策
工
法
に
つ
い
て
は

う
騒
音
対
策
工
法
に
つ
い
て
は
大
変

努
力
を
さ
れ
て
お
り
、
防
音
ハ
ウ
ス
の

効
果
に
よ
り 

騒
音
が
ほ
と
ん
ど
出
な

い
と
お
聞
き
し
、
ま
ず
は
安
心
を
い
た

し
ま
し
た
。
次
に
国
分
試
験
工
事
箇
所

を
視
察
し
、
試
験
工
事
と
は
い
え
本
格

的
な
工
事
を
身
近
な
所
で
見
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
九
年
度
よ
り
始

ま
り
ま
す
工
事
箇
所
、
特
に
京
葉
道
路

と
交
差
接
続
す
る
京
葉
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
の
工
事
は
現
在
の
京
葉
道
路
を

通
行
止
め
に
し
、
本
線
を
迂
回
す
る
事

を
計
画
し
て
い
る
大
規
模
な
工
事
の

説
明
を
伺
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
最
後

の
視
察
場
所
、
高
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

は
既
に
完
成
し
て
い
る
橋
脚
を
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
展
望
室
よ
り
見
学
し
、

首
都
国
道
事
務
所
と
ネ
ク
ス
コ
の
担

当
職
員
よ
り
詳
し
く
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

本
格
的
と
ま
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま
っ
た
も
の
と

改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

《
第
二
京
阪
道
路
》 

 

外
環
道
路
特
別
委
員
会
で
、
京
都
、

大
阪
を
結
ぶ
第
二
京
阪
道
路
を
視
察

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

第
二
京
阪
道
路
は
、
外
環
道
路
に
匹

敵
す
る
道
路
で
あ
り
、
違
い
と
い
え
ば

外
環
道
路
の
掘
割
ス
リ
ッ
ト
式
に
対

し
て
、
第
二
京
阪
道
路
は
高
架
式
と
一

部
掘
割
式
で
、
外
環
道
路
の
千
葉
県
区

間
は
十
二
．
一
㎞
に
対
し
、
第
二
京
阪

道
路
は
市
川
区
間
の
倍
以
上
の
二
十

八
．
三
㎞
で
、
こ
の
内
十
．
五
㎞
は
す

で
に
共
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
環
境
保
全
区
間
の
整
備
や
工

事
方
法
な
ど
の
体
制
は
、
ま
っ
た
く
と

言
っ
て
良
い
ほ
ど
同
じ
で
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
地
元
の
欲
目
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
環
境
面
や
景
観
面
で
は
外
環

道
路
の
ほ
う
が
、
堀
割
ス
リ
ッ
ト
工
法

の
分
、
優
れ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

し
か
し
、
外
環
道
路
に
つ
き
ま
し
て

は
、
開
通
目
標
が
す
で
に
二
回
延
期
し
て

お
り
、
現
状
で
は
誰
が
見
て
も
二
十
七
年

度
に
完
成
す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
ま

た
、
二
十
七
年
度
が
完
成
年
度
と
し
て

も
、
逆
算
し
て
み
ま
す
と
工
事
で
約
五
～

六
年
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
し

ま
す
と
残
さ
れ
た
二
～
三
年
で
用
地
取

得
が
解
決
で
き
な
け
れ
ば
、
間
に
合
わ
な

く
な
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

早
め
に
買
収
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
た
め
、
ま
た
、
早
い
完
成
を
望
む

多
く
の
市
民
の
た
め
に
も
、
早
期
整
備

を
、
是
非
と
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

国分堀割部試験工事 

高谷ジャンクションを望む 

第二京阪道路にて 

 


